
平成１３年１１月２０日

各 部 局 の 長
殿

事 務 局 各 部 長

名古屋大学副総長 伊 藤 正 之

男女共同参画推進に関する 主査）( ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

「名古屋大学における男女共同参画を推進するための提言」

の周知について（依頼）

男女共同参画の推進に関しては御努力いただいておりますが、各部局の取り組み状

況等についてのアンケート及びヒアリング実施、学内各分野、各層との意見交換等に

おいては、教職員及び大学院生・学部学生への「名古屋大学における男女共同参画を

推進するための提言」についての周知がまだ十分ではないとの指摘が強くなされてお

ります。

ついては、下記により教職員及び大学院生・学部学生への御周知をよろしくお願い

いたします。

記

○教員への周知

教授会等において提言について改めて周知を図る。本学のホームページに提言及び

関係資料が掲載されているので目を通していただきたい旨を通知する。

○職員への周知

各部局内の職員に対し、Ｅメール等を利用して、本学のホームページに提言及び関

係資料が掲載されているので目を通していただきたい旨を通知する。

○大学院生・学部学生への周知

① 大学院生については提言及び関係資料がホームページに掲載されている旨を全

員にＥメール等により周知する。

② 提言及び関係資料がホームページに掲載されている旨を掲示板において周知す

る。

③ ゼミナール等において教員から提言の趣旨を説明する。

④ 今後、新入生に対し行われるガイダンスの際に提言についての周知を図る。

※ホームページアドレス

http://www.nagoya-u.ac.jp/kyodo_sankaku_renew/index.html

担当：総務部人事課第三任用掛

（内線：2026､2027）



平成１３年１２月２１日

教職員、学生各位

名古屋大学副総長 伊 藤 正 之

男女共同参画推進に関する 主査）( ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

「名古屋大学における男女共同参画を推進するための提言」

の英語版について（通知）

本学では、男女共同参画に関するワーキンググループにおいて「名古屋大学における男女共

同参画を推進するための提言」をとりまとめ、平成13年3月の評議会で確定し、学内外に広く

公表しているところです。

提言では学内の各部局、各分野の教職員、学生など全ての構成員に対して男女共同参画に係

る具体的方策を推進することを期待しています。

Informationついては、このたび提言の英語版を本学のホームページ(英語版トップページの

に入っています ）に１２月１８日から掲載いたしましたので、御利用方よろしくお願いいた。

します。

※ホームページアドレス

http://www nagoya-u ac jp/kyodo_sankaku_renew/index html和文： . . . .

http://www nagoya-u ac jp/english/info/index html英文： . . . .

担当：総務部企画広報室

総務部人事課第三任用掛



December 21, 2001

To all the staff members and students at Nagoya University,

Announcement

( )RE: Proposals for Promoting Gender Equality at Nagoya University English version

"Proposals for Promoting Gender Equality at Nagoya University" has been widely
published inside and outside the university after being adopted at the University Senate.

These proposals expect all the members of the university to promote their policy.
They are now on the Internet both in Japanese and in English, so please take a moment

and browse through the following web site:

( )http://www.nagoya-u.ac.jp/kyodo_sankaku_renew/index.html in Japanese

( )http://www.nagoya-u.ac.jp/english/info/index.html in English

Masayuki Ito
Vice President
Chair of the Working Group for Promoting Gender Equality
Nagoya University



名大人第 ６０５ 号

平成１４年１月２４日

各 部 局 の 長

殿

事 務 局 各 部 長

事 務 局 長

小 池 啓 三 郎 [公印省略]

文部科学省女性職員の採用・登用拡大計画について（通知）

このことについて、文部科学省大臣官房人事課長から別添のとおり通知がありまし

たので、お知らせいたします。

なお 「名古屋大学における男女共同参画を推進するための提言 （男女共同参画に、 」

関するワーキンググループ、平成１３年２月）における「女性職員の昇進の拡大につ

いて」の項目においては「本学に在職する女性職員の能力を十分に活用し、女性の積

」 、 、極的・計画的な昇進を図る必要がある と提言しており このことについては評議会

部局長会、事務連絡協議会において周知を図っております。また、今年度「男女共同

参画推進に関するワーキンググループ」においては、先の提言を踏まえて更に具体的

方策を提言することとし、年度内にその報告を評議会に行うこととしておりますが、

「 （ ）」その中に 女性職員の昇進の拡大について 職員研修の充実及び意識啓発の推進等

について提言を行うこととしております。これらを踏まえて各部局においては、今後

より一層女性職員の登用に御配慮いただくようよろしくお願いいたします。


